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数百 ppmレベルの硫黄分であれ
ば耐食性に問題がないため、埋
立場の発生ガスや、下水汚泥・畜
糞のメタン発酵で得られるガスを
脱硫なしで直接利用することがで
きる。さらに、必要に応じてエン
ジン排熱などを利用して予備乾燥
すれば、ほとんどあらゆるバイオ
マス資源を燃焼させ、その燃焼
ガスでの発電が可能となる。出
力 55kWというエンジンサイズ
は、乾燥木材の処理量としては、
40kg/ 時間に相当し、複数機のエ
ンジンを使用することによって、
処理量を増やすこともでき、バイ
オマス資源の発生元での発電に適
している。
　同じ出力レベルのマイクロガスタ
ービンが航空機の技術をベースにし
ているのに対して、同エンジンは自
動車の技術をベースにしており、設
備コストもUS$ 1,000/kWと、既
存の内燃機関並に抑えることを目
標としている。すでに日産 10台
の量産工場も稼働準備に入ってい
る。STM Power 社では、日本企
業の協力の下、経済産業省に対し
て技術基準適合性評価を依頼して
おり、適合認定が得られ次第、わ
が国での本格的な販売を開始する
予定である。同エンジンが、分散
型のバイオマス発電の実現に大い
に寄与することが期待される。
（東京工業大学大学院総合理工学
研究科　吉川 邦夫教授からの投
稿に基づき作成）
膀 高効率でエポキシド類
を合成できる新規触媒
を開発
　プロピレンオキシドのようなエ
ポキシド類は、合成中間体として
非常に重要な化合物で大量に製造
されている（例えばプロピレンオ
キシドの生産量は450万トン／年、
ブテンオキシドの生産量は約７万
トン／年）。エポキシドは、通常、
環境に問題のある塩素系酸化剤あ
るいは高価な有機過酸化物などで
オレフィンをエポキシ化すること
により製造されており、環境にや
さしくしかも安価な酸化剤である
過酸化水素もしくは分子状酸素を
使用する触媒プロセスの検討が進
められてきた。しかしながら、過
酸化水素あるいは分子状酸素では
十分な反応の選択性が得られず、
高効率でエポキシド類を合成でき
る触媒の開発が望まれていた。
　東京大学工学系研究科の水野哲
孝教授は、酸化剤として過酸化水
素を用いて高効率でオレフィンを
エポキシドに変換する触媒を見出
したことを、2003年５月９日号の
Science 誌で既に発表しているが、
2003年９月 18～ 21日に開催され
た触媒討論会でその詳細が報告さ
れた。同教授らが開発した触媒は、
ヘテロポリ酸の一種であるタング
ストケイ酸の一部が欠損した新規
な化合物［γ‐SiW10O34（H2O）2］4-
で、過酸化水素を酸化剤としてオ
レフィン類のエポキシ化反応を行
うと、各種の鎖状および環状のオ
レフィン類に対し、32℃という非
常に温和な条件で、エポキシド選
択率 99％以上と極めて効率よく
進行する。また、反応後この触媒
は容易に回収でき、５回以上、高
い活性、選択性を維持したまま再
使用可能とのことである。
　本反応系は、オレフィンの種類
（炭素数、鎖状か環状か、二重結
合の位置）に反応成績がほとんど
依存せず、また、エポキシ化前後
で二重結合のまわりの立体構造が
保持されるなど、極めて汎用性が
高いと考えられる。触媒の長期寿
命試験を含め、工業化に向けた更
なる検討が待たれる。
製造分野
